
Ｇ８洞爺湖サミット・環境大臣会議フォローアップ／ポスト京都議定書（COP１５）ウォーミングアップフォーラム

と き ： ２月１４日（土） １３：００～ （展示10:00～ 受付12:０0～）

ところ ： 東播磨県民局 ５Ｆ会議室 展示１Ｆロビー

１．基調講演 １３：１０～１４：１０

■「温暖化防止における流域の連携と新しいシステムづくり」■「温暖化防止における流域の連携と新しいシステムづくり」

環境省（兵庫県ＯＢ） 谷 津 龍 太 郎 氏

兵庫県ＯBとして環境省で活躍される谷津氏からの最新情報

２．提言と報告 １４：１０～１５：００

■森の研究会「政策提言書」概要報告！■森の研究会「政策提言書」概要報告！

◆横 山 孝 雄／兵庫県立大学

Ｇ８環境会議に向け策定した地球温暖化防止加古川流域モデルの紹介

■自治体からの報告！■自治体からの報告！

－加西市の環境・バイオマスの取組－

◆植 田 知 華／加西市環境創造課

近畿で初めてバイオマスタウン構想を公表した加西市での取組を紹介

３．パネルディスカッション（全体討論・交流会） １５：１０～１７：００

■流域で取り組む温暖化防止戦略■流域で取り組む温暖化防止戦略

コーディネーター

◆梶山 卓司 ／神戸新聞東播支社長

パネラー
◆真 継 博 ／ひょうご環境創造協会

◆中 川 暢三 ／加西市長

◆副 田 龍次 ／多可町企画情報部

◆金 澤 孝 ／金澤産業㈱

◆黒 田 吉人 ／森の研究会

■総評・コメント■総評・コメント 谷 津 龍 太 郎 氏谷 津 龍 太 郎 氏

申し込み・問い合わせ先：０９０－１０２５－２２６４ ｈｊ _ｕｅｄａ＠ｙｂｂ．ｎｅ．ｊｐ（植田まで）

主催／加古川 流域連携フォーラム実行委員会主催／加古川 流域連携フォーラム実行委員会

共催共催 ／加古川流域環境ネット、森の研究会、播磨環境教育研究会、／加古川流域環境ネット、森の研究会、播磨環境教育研究会、 東播磨地球温暖化防止活動推進連絡会東播磨地球温暖化防止活動推進連絡会

CO2吸収の森を考える会、CO2吸収の森を考える会、 ﾘﾊﾞｰｸﾘｰﾝﾘﾊﾞｰｸﾘｰﾝ エコ炭銀行、エコ炭銀行、 KAKOGAWA COLORKAKOGAWA COLOR 、活力あるハリマ創り、活力あるハリマ創り

シニア活動サポート隊、環境と福祉を考える会、シニア活動サポート隊、環境と福祉を考える会、 いなみバイオマス研究会いなみバイオマス研究会 、丹波「、丹波「 里山づくり・森林グループ里山づくり・森林グループ 」」

森林資源活用研究会、森林資源活用研究会、 藁の家をつくる会藁の家をつくる会 、㈱一成、金澤産業㈱、㈱サンワ住建、ひょうご環境創造協会、㈱一成、金澤産業㈱、㈱サンワ住建、ひょうご環境創造協会

後援後援 ／東播磨県民局、北播磨県民局、丹波県民局、明石市、加古川市、高砂市、加西市、三木市、西脇市／東播磨県民局、北播磨県民局、丹波県民局、明石市、加古川市、高砂市、加西市、三木市、西脇市

加東市、小野市、丹波市、多可町、稲美町、播磨町、加古川青年会議所、神戸新聞東播支社加東市、小野市、丹波市、多可町、稲美町、播磨町、加古川青年会議所、神戸新聞東播支社

加古川発加古川発 京都議定書発効記念シリーズ京都議定書発効記念シリーズ ――

温室効果ガス削減を目指す新たな流域連携「兵庫モデル」！温室効果ガス削減を目指す新たな流域連携「兵庫モデル」！



地球温暖化防止･加古川流域連携フォーラム

’08年は、Ｇ８洞爺湖サミット、環境大臣会議と地球環境問題に対する大きな風が吹きました。また、京都議定書
第１約束期間の始まりの年でもあります。

初年度を終えようとしている今、私たちは一体どうすべきなのでしょうか!?
地域－兵庫県、東播磨、加古川流域・・・はどう変わるべきか!? 企業、自治体、住民の生活をどう変えるべきか!?

エコライフの実践者にはどんな利益がもたらされるのか・・・!? 日本や地域のおかれている現状を検証し、加古川
流域発の新しいシステムづくり、「兵庫モデル」の発信を目指します。

と き ： ２月１４日（土） １３：００～ （展示10:00～ 受付12:０0～）

ところ ： 東播磨県民局 ５Ｆ会議室 展示は１Ｆロビーにて午前中から実施しています。

１．基調講演 １３：１０～

■「温暖化防止における流域の連携と新しいシステムづくり」

◆ 環境省（兵庫県ＯＢ） 谷 津 龍 太 郎 氏

２．提言と報告 １４：１０～

■森の研究会「政策提言書」概要報告！
◆横 山 孝 雄／兵庫県立大学

■自治体からの報告！

－加西市の環境・バイオマスの取組－

◆植 田 知 華／加西市環境創造課

３．パネルディスカッション（全体討論） １５：１０～

■流域で取り組む温暖化防止戦略■流域で取り組む温暖化防止戦略

コーディネーター
◆梶山 卓司 氏／神戸新聞東播支社長

パネラー
◆真 継 博 ／環境創造協会 ◆中 川 暢三 ／加西市長
◆副 田 龍次 ／多可町企画情報部 ◆金 澤 孝 ／金澤産業㈱

◆黒 田 吉人 ／森の研究会

■総 評・コメント 谷 津 龍 太 郎 氏■総 評・コメント 谷 津 龍 太 郎 氏

４，交流・懇親会 （一般参加費 ￥５，０００） １８：００～

■フォーラム終了後、講師、パネラーを交えて食事をしながら情報交換・交流会を実施します。

参加希望の方は、会場予約の都合上、下記申込欄に○印を付けて下さい。

【申し込み方法・問い合わせ先】 ０９０－１０２５－２２６４ hj_ueda@ybb.ne.jp （播磨環教研・植田まで）

ＦＡＸ：０７９－４２４－９３１５（加古川市コミュニティ協会）

流域連携フォーラム参加申込書

お 名 前 所 属

連 絡 先 TEL／FAX Ｅメール ＠

住 所 交 流 会 ・ 参加する ・ 参加しない

＊必要事項のみご記入下さい。今後のセミナー・フォーラム等の案内をさせていただきます。

■この流域連携フォーラムは、多くの企業、団体の協力によって運営されています。
協 力／川重播磨工場、㈱ノーリツ、浜田化学㈱、大阪ガス㈱、関西電力㈱、かこがわ市民団体連絡協議会

東播磨県民局

加 古 川 総 合 庁 舎

加古川のシンボルフィッシュ

オヤニラミの「チェック君」


